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徳島市民病院の理念

「思いやり・信頼・安心」
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徳島市病院事業管理者 露口 勝
平成 26 年の新春を迎え、謹んで

お慶び申し上げます。
旧年中は市民病院の病診連携事業

にご協力・ご支援を賜り、厚くお礼
申し上げます。引き続き本年も宜し
くお願いいたします。
昨年は夏の猛暑が続き、高知県四万十市では観測史

上最高の 41度を記録しました。また全国各地でゲリラ
豪雨や竜巻の発生があり、未曽有の大災害を受けた地
域もありました。そして紅葉の秋はスルーして、突然
寒さの厳しい冬に入り、あわただしく新年を迎えまし
た。本年は異常気象から解放され、おだやかな 1年に
なることを祈念しております。
徳島市民病院は新病院になって 6年目に入ります。

今年は 2月に日本医療機能評価機構の病院機能評価の
受審が待っており、4月には消費税の 8％への増税と 2
年毎の診療報酬改定が行われます。アベノミクスによ
る経済財政再建により、巷の景気は少し上向きつつあ
るようですが、わが国は少子高齢化で社会保障費が増
大しており、本年も厳しい医療の時代が続くものと思
われます。
昨年来、市民病院は医師不足で内科系の当直体制が

組めなくて救急医療の分野で皆様にご迷惑をおかけし
ていますが、私たちは市民病院の理念である「思いやり、
信頼、安心」の医療を目指して、更なる医療の質の向
上と患者サービスの徹底を図り、皆様の病院および診
療所と役割分担・連携を一層進め、一病院でなくこの
地域で完結する豊かな医療を構築していきたいと考え
ております。本年も引き続きご指導・ご鞭撻のほど宜
しくお願いいたします。
本年が皆様にとりまして幸多い年になりますようお

祈り申し上げます。

徳島市民病院院長 惣中 康秀
謹んで新春のお慶びを申し上げま

す。旧年中は病診連携にご協力いた
だきまして厚くお礼申し上げます。
2020 年のオリンピックは東京に

決まりました。滝川クリステルさん
のフランス語のスピーチと『お・も・て・な・し !!』
が素晴らしかったと思います。猪瀬前都知事もオリン
ピック招致には頑張ったのですが『おもて・なし！』
で裏が多すぎたようです。富士山も世界遺産に認定さ
れ、和食も世界無形文化遺産に認定されました。徳島
ではヴォルティスがＪ 1 昇格を決めました。この陰
に隠れてしまいましたが、インディゴソックスも優勝
しております。いいことも多かったようにも思います。
この流れでサッカーワールドカップも日本に頑張って
ほしいものです。元ヴォルティス柿谷選手がんばれ～
～ !!

さて、市民病院としては 3年連続の黒字決算となり
ました。これも皆様の支援があっての賜物だと感謝し
ております。しかし今年度は内科医、小児科医が合計
6名減り、大学医局からの補充がございませんでした。
そのため小児科、内科系の当直が連日は出来ない状態
になりました。また県立中央病院が新しくなり、救急
に力を入れたこともあり新入院患者数の減少がみられ、
今年度は黒字になるには厳しい状況で、下半期の頑張
りいかんにかかっております。さらに今後診療報酬改
定、消費税増税、ＴＰＰ問題など悪い要素も山積です。
初期研修医に関しては、市民病院基幹型（市民病院だ

けで研修）ではH24年度が1名、H25年度は3名が研
修しており、H26年度は5名の予定です。この基幹型に
大学病院からの連携の研修医が加わりますので常に10
数名は院内で研修している状態です。若い人が多くいて
病院の医局内は活気があります。是非ご子息、知り合い
の学生さんがいらっしゃいましたら市民病院での研修を
お勧めください。初期でも後期でも歓迎いたします。
本年が皆様にとりましてもより良き年になりますよ

うに祈念いたします。

•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―

新年のご挨拶

新年のご挨拶

新年あけましておめでとうございます
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平成25年11月の紹介患者数（再診患者を含む）
320医療機関より1073名ご紹介いただきました。

ありがとうございました。

科 名
11月 10月 9月

初診患者数
（人）

初診時間外
（人）

初診紹介患者
（人）

初診即入院
（人）

逆紹介患者
（人）

紹介率
（%）

逆紹介率
（%）

紹介率
（%）

逆紹介率
（%）

紹介率
（%）

逆紹介率
（%）

内 科 245 86 126 28 91 79.4% 53.5% 83.1% 45.5% 82.3% 34.9%
小児科 96 2 47 56 22 49.0% 22.9% 55.3% 29.4% 42.5% 32.2%
外 科 215 51 140 29 81 84.5% 48.2% 82.8% 57.0% 89.7% 50.7%
整形外 259 46 152 24 241 71.4% 111.1% 76.0% 125.5% 88.6% 153.7%
形成外 2 0 0 0 1 0.0% 50.0% 100.0% 400.0% 50.0% 50.0%
脳神経 101 25 40 12 48 53.8% 61.5% 56.6% 73.7% 61.6% 80.8%
皮膚科 70 12 28 0 7 48.3% 12.1% 37.5% 14.6% 48.1% 23.1%
泌尿器 67 10 42 2 9 73.7% 15.8% 60.7% 13.1% 73.3% 30.0%
産婦人 82 13 54 8 27 75.0% 37.5% 55.3% 10.7% 66.2% 35.1%
眼 科 15 4 5 2 4 45.5% 36.4% 60.0% 30.0% 23.5% 29.4%
耳鼻咽 63 14 28 4 49 58.0% 98.0% 67.2% 78.1% 69.2% 105.1%
放射線 53 0 51 0 60 96.2% 113.2% 97.1% 116.2% 98.1% 100.0%
合 計 1,268 263 713 165 641 70.7% 62.1% 71.8% 62.1% 75.2% 68.0%

診療科別「地域医療支援病院」の紹介率・逆紹介率

•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―•―

病診連携講演会のご案内

時下、先生方には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
さて、この度、病診連携講演会をつぎのとおり開催させていただきます。
多数の先生方のご出席をお待ちしております。

【日時】 平成26年２月19日（水） 19：30～
【場所】 徳島市民病院 地下１階 講義室
【内容】「プロトンポンプ・インヒビターネキシウムカプセル 10㎎ /20㎎について」

座長 徳島市民病院 内科主任医長 大喜田 義雄
『炎症性腸疾患の診断と治療』

徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
地域総合医療学講座

特任教授 岡久 稔也 先生


